
室
蘭
市

の
公
害

に

つ
い
て

近
年

、
公
害

に
つ
い
て

の
国
民
の
意
識
が
急
速

に
高

ま
り

つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
日

々
の
新
聞
も
競

っ
て

「
公
害
問
題
」
を
と
り
あ
げ
て

い
る
。

人
間
が
、
生
産
者
と
し
て
、
生
活
者
と
し
て
、

生
産
活
動
な

り
生
活
を
営

む
う
え

に
お

い
て
、
そ

こ
に

「
公
益
的
」
な
プ

ラ

ス
面
が
生
じ
る
と
と
も

に
、

ま
た
白
然
界
を
媒
体
と
し
て
の

「
公
害

」
と

い
う

マ
イ

ナ
ス
面

が
生
ず
る
。

具
体
的
な
事
象

と
し
て
は
、
大
気

汚
染
、
水
質

汚
濁
、
騒
音
、
悪
臭
、
震
動
、
地
盤
沈

下
な
ど

に

よ

っ
て
広
範
囲

に
、
人

の
健
康
あ
る

い
は
生
活
環

境

に
お
よ
ぼ
す
被
害

を
さ
す
。

わ
が
国

の
公
害

に
つ
い
て
、
古
く
は
明
治
時
代

の
足
尾
鉱
山
の
鉱
毒
事
件
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き

る
が
、
国
民

の
間

に
問
題
意
識

と
し
て
定
着

し
て

ぎ
た

の
は
ご
く
最
近

の
こ
と
で
、
そ
れ
も
、
四
日

市

の
大
気
汚
染
、
水
俣

の
水
質
汚
濁
に
よ
る
公
害

が
世
上
論
議
さ
れ
て
き
た
、
昭
和
二
十
五
、

六
年

以
降

か
ら
と

い
え

よ
う
。

公
害

は

一
般
的

に
、
産
業
公
害

と
都
市
公
害

に

分
け
る

こ
と
が
で
き

る
が
、
本
市
の
場
合

は
、
産

業
公
害

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

公
害

の
う
ち
切
実

な
問
題

と
な

っ
て

い

る

の
は

「
大
気
汚
染
」
で
あ

る
の
で
、
本
稿

で
は
、
焦
点

を
こ
れ

に
絞

っ
て
少
し
く
の
べ
て
み
た

い
。

今

日
の
公
害
対
策

に
つ
い
て
の
批
判
と
し
て
、

将
来

へ
の
配
慮

よ
り
も
、
過
去
の
対
策

に
追
わ
れ

て
い
る
と
の
声

が
強

い
が
、

こ
れ

は
現
実

の
姿

で

あ

っ
て
、
古

い
過

去
に
お
い
て
は
、
企
業
立
地
の

際
に
、
公
害

予
防

に

つ
い
て
の
社
会
的
な
要
請
も

な
く
、
ま
た
、
そ
の
前
提

と
し
て

の
公
害

の
社
会

科
学
的
な
分
析

の
手
法

が
ま

っ
た
く
確
立
さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
今
日

の
公
害
を
よ

り
複
雑

に
し
、
む
ず

か
し
い
も

の
と
し
て
い
る
。

本
市
の
鉄
鋼
業
は
、
古
く
は
、
明
治

四
十
年
、

日
清
、
日
露

の
戦
勝
後

に
、
わ
が
国
重
工
業

の
必

要
性
が
痛
感

さ
れ
、
国
策
と
し
て
製
鋼
、
兵
器
製

造

に
乗
り
出

す
た
め
、
当
時

の
北
炭
な
ど

の
手

に

よ

っ
て

「
日
本
製
鋼
所
」
が
設
立

さ
れ
た

に
は
じ

鈴

木

茂

美

ま
り
、

つ
づ
い
て
明
治
四
十

二
年
、
さ
ら
に
製
鉄

部
門
と
し
て
の

「
輪

西
製
鉄
所
」

(
現
富
士
鉄
室

蘭

製
鉄
所

)
の
建
設
を
み
、
以
後
今
日
ま
で
、
第

一
次
、
第

二
次
大
戦
の
活
況
、
終
戦
直
後

の
混
乱

期
、

つ
づ

い
て
朝
鮮
動
乱
以
後

の
高
度

の
経
済
成

長
期
な
ど
、
幾
多

の
変
遷
を
歩

ん
で
ぎ
た
が
、

こ

れ
ら

の
時
代
背
景
、
あ
る

い
は
前
述

の
事
情
な
ど

か
ら
、
公
害

に
つ
い
て
の
と
り
組
み
は
、
ご
く
近

年

ま
で
考
慮
さ
れ

て
い
な
か

っ
た

こ
と
は
、
容
易

に
想
像

で
き

よ
う
。

さ
て
、
公
害
問
.題

が
世
上

論
議

さ

れ

て

き

た

七
、

八
年
前

か
ら
企
業

に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
対

応
す
る
構
え
を
み
せ
て
き
た
が
、
本
市
の
公
害
対

策

上
、
画
期
的
な
出
来
事

は
、
昭
和
四
十

一
年
十

一
月
、
本
道

唯

一
の

「
ば

い
煙
規
制
法

の
指
定
都

市
」

(現
在

で
は
大
気
汚
染
防
止
法
)

の
指
定
を

受
け
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
各

企
業

で
は
、
法
の
猶

予
期
間

で
あ

る
昭
和
四
十
三
年

十

一
月
ま

で
に
、

ば

い
煙
発
生
施
設
を
改
め
る

こ
と
と
し
、
集
じ
ん

装
置

の
新
設
、
煙
突

の
改
修
な
ど
を

行

な

っ

た

が
、

こ
れ
ら
法

の
対
象
施
設
は
、
ボ
イ
ラ
ー
、
焼

結
炉
、
金
属
加
熱
炉
な
ど

一
五
八

(
現
在
で
は
二

三
一二
)

で
、

こ
れ

に
要
し
た
企
業

の
経
刀費
は
約
二

十
三
億

円
と
い
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
、
施
設

の
改
修
に
と
も
な

い
、
道

に
お

い
て
は
、
法
定

の
排
出
基
準

に
適
合
す

る
か
ど
う

か
を
対
象
施

設

ご
と
に

チ

ェ
ッ
ク

し
、

現

在

で

は
、
す
べ
て
の
施
設

が
基
準
値
内
に
お
さ

ま

っ
て

い
る
。

一
方
、
企
業

が
そ
れ
ぞ
れ
排
出
基
準

を
遵
守

し

て
も
、
排
出
施
設
の
増
大
、
集
積

に
よ

っ
て
、
地

域

の
環
境
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
国

に
お
い
て
は
、

一
昨
年
制
定
し
た

「
公
害

対
策
基

本
法
」

の
中
で
人

の
健
康
を
保
護
し
、
生
活
環
境

を
保
全
す

る
う
え
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
基
準
、

い
わ
ゆ

る

「
環
境
基
準
」
を
設
定
す
る

こ
と
と
し
、
大
気
汚
染

の
基
準
と
し
て
は
、
と
り

あ
え
ず

本
年

二
月

に
硫
黄
酸

化
物

(
亜

硫

酸

ガ

ス
)
の
環
境
基
準
を
設
定

し
、
引
き

つ
づ
き
今
秋

ま
で

に
は
、

一
酸
化
炭
素
、
浮
遊
ば

い
じ

ん
に
つ

い
て
も
設
定

す
る
構
え
で
あ

る
。

亜
硫
酸
ガ

ス
は
、
人
間
の
健
康
に
障
害
的

に
働

く

こ
と
は
医
学
的

な
定
説
と
な

っ
て
お
り
、
国

に

お
い
て
も

こ
れ

ら
の
観
点
か
ら
、
環
境
基
準

の
設

定
を
急
ぐ
と
と
も

に
、

ま
た
排
出
基
準
に

つ
い
て

も
、
従
前

は
煙
突

の
大
小
、
高
低

に
か
か
わ
り
な
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く
、
煙
道
内

で
二

・
二
〇
〇

P
P
M
以
下
と
し
て

い
た
も

の
を
、
昨
年
十

二
月

の
法
改
正

の
際
に
、

着
地
濃
度

に
重
点
を

お
い
て
煙
突

の
高
さ
に
応

じ

て
定
め
る
許
容
限
度

に
改
正

し
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。さ

て
、
本
市

の
場
合

の
亜
硫
酸

ガ
ス
の
環
境
値

は
ど
う
な

っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。

本
市

に
は
、
自
動
測
定
機

に
よ
る
観
測

ス
テ
ー

シ

ョ
ン
が
三
ヵ
所
設

け
ら
れ

て
お
り
、

こ
の
う
ち

も

っ
と
も
高

い
濃
度
地
点

と
目
さ
れ

て
い
る
市
役

所
輪
西
支
所

の
地
点

に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十

一

年

の
年
平
均
値
は
○

・
〇

六
七

P
P
M
で
あ
り
、

基
準
値

の
○

・
〇
五
P
P
M
を

超

過

し

て

い
た

が
、
昭
和
四
十
二
年

に
は
○

・
〇
五
八
P
P
M
、

昭
和
四
十
三
年

に
は
○

・
〇

三
九
P
P
M
と
、
年

を
経

る
ご
と

に
改
善

の
徴
候

が
み
ら
れ
、

と
く

に

昭
和
四
十
三
年

に
は
、
基
準
値
内

に
収

ま

っ
て
い

る
。こ

の
環
境
基
準
は
、
年

平
均
値

の

ほ

か

一
時

間
、

一
日
平
均
な
ど
五

つ
の
条
件
が
示
さ
れ
、

い

ず
れ
も

こ
の
条
件
に
合
格

す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い

る
が
、
昭
和
四
十
三
年

に
お
い
て
は
、
す
で
に
三

つ
の
条
件
が
合
格
し
て
お
り
、
国

の
基
準

に
到
達

す
る
の
も
間
近

い
年

月
で
あ

る
と
予
想
さ
れ

て
い

る
。降

下
ば

い
じ

ん
に
つ
い
て
は
、
亜
硫
酸

ガ

ス
ほ

ど
顕
著

に
好
転

の
傾
向
が
み
ら
れ
な

い
。
市
内

一

五
ヵ
所

の
測
定
点

に
お
け
る
昭
和
四
十

一
年

か
ら

三
年
間

の
平
均
値
は
、
昭
和
四
十

一
年

一
八

・
一

ト
ソ
、
昭
和
四
十
二
年

二

一

∴
ニ
ト

ン
、
昭
和
四

十
三
年

二
〇

・
七
ト

ン
と
横
ば

い
の
状
況
を
示
し

て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
こ
と
は
、
生
産

の
増
高

を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
若
干
で
あ
る
が
改
善
さ
れ

た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、

つ
ぎ

に
本
市

の
公
害
対
策

に
つ
い
て
若

干

ふ
れ
て
み
た
い
。

本
市
で
は
、
昭
和
四
十
年

一
月

に
、
関
係
行
政

機
関
、
関
係

企
業
、
商

工
会
議
所
等
を
も

っ
て
、

「
室
蘭
市
大
気
汚
染
対
策
懇

談
会

」
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ

の
立
場

か
ら
自
由
な
意
見

を
の
べ
、
産
業

発
展

の
調
和
を
図
り
つ
つ
大
気
汚
染
対
策
を
協
議

し
、
調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
、
以
後

九
回
の
懇

談
会
を
開
き
、
各
種

の
対
策

に

と

り

組

ん
で

き

た
。一

方
、
行
政
機
構

と
し

て
は
、
昭
和
四
十

一
年

六
月

に
市
民
部
衛
生
課

の
中

に
公

害

係

を

新

設

し
、

ま
た
同
年
十

一
月

に
は
、
専
門
的
、
多
角
的

立
場
か
ら
公
害
問
題
を
検
討

し
、
総
合
的
な
公
害

対
策

を
樹
立
す

る
意

図
の
も

と
、
市
長

の
諮
問
機

関
と
し
て

「
室
蘭
市
公
害

対
策

審

議

会

」

を

設

け
、
以
後
、

八
回

の
審
議
会

と
十

三
回
の
調
査
部

会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
公
害
行
政
に
対
処

す

る
た
め
、

昭
和
四
十
二
年

十
月

に
公
害

係
を
課

に
昇
格
さ

せ
、
都
市
計
画
な
ど
の
各
種

の
行
政
と

の
連
け

い
を
深
め
、
総
合
的
な
行
政
を
推
進
す

る

よ
う
、
同
課
を
企
画
部

の
中

に
所
属

せ
し

め
今
日

に
い
た

っ
て
い
る
。

大
気
汚
染
対
策

の
推
進

に
当

っ
て
は
、
前
提

と

な

る
調
査

が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、
公
害
対
策
審

議
会

の
答
申
を
受
け
て
、
「
細
域
汚
染
調
査
」
「
人

体

へ
の
影
響
調
査
」
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
現

在
、

そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
機
関
に
調
査

を
委

託

中

で
あ

る
。ま

た
、

こ
れ

ら
の
調
査
と
は
べ
つ
に
、
未
然
防

止
対
策

の

一
環
と
し
て
、
気
象

を
中
心
と
し
た
産

業
公
害
事
前
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
関
係
機
関

に

働
き

か
け
、
今
秋
に
は
、
通
産
省
、
道
、
市

の
三

者

の
共
同

で

エ
ァ
ー

・
ト

レ
ー
サ
ー
実
験
、
風
洞

実
験

な
ど
を
行
な

い
、

こ
れ
ら

の
調
査
結
果

を
も

と
に
適
切

な
土
地
利
用
計
画
、
工
場
配
置

、
企
業

へ
の
指
導

な
ど
を
行
な
う
予
定

で
あ
る
。

前
述

の
よ
う
に
、
市
行
政

と
し
て

の
大
気

汚
染

の
と
り
あ
げ
方

は
、
現
状
に
お
い
て
は
対
策

推
進

の
た
め

の
基
本
調
査

に
力
点

が

置

か

れ

て

い
る

が
、
具
体
的
な
も
の
と
し
て
は
、
大
気
汚
染
対
策

懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
の
企
業
に
対
す

る
呼

び
か

け
、
協
力
要
請
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

は
現
実

に
亜

硫
酸

ガ

ス
の
減
少

に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、

効
果

を

あ

げ

つ
つ
あ

る
。

発
生
源
対
策

と
対
称
的
な
対
策

と
し

て
、
都
市

計
画

(
土
地
利
用
計
画
)
が
あ
る
。
前
者
は
主
と

し
て
、
企
業

の
姿
勢

に
待

つ
面
が
多

い
と
す
る
な

ら
ば
、
後
者

は
国
な
り
、
地
方

公

共

団

体

の
努

力
、
姿
勢

に
期
待
す
る
面
が
多

い
で
あ

ろ
う
。

こ
れ

に
つ
い
て
も
、
わ
が
国

の
地
形
、
地
積
、

土
地

に
対
す
る
私
権

の
設
定

の
問
題
な
ど
、
非
常

に
む
ず
か
し
い
要
素
を
包

含
し
て
お
り
、

口
で

い

う
ほ
ど
簡
単

に
片

づ
け
ら
れ
る
問
題
で
は
な

い
。

高
濃
度
汚
染
地
域

の
用
途
地
域

の
変
更
、
新
居

住
地

の
開
発
な
ど
、
公
害
防
止
上
、
と
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題

は
多

い
。

本
市

で
も
、
新
居
住
地

の
開
発
と
し
て
、
環
境

良
好
な
蘭
北
台
地
に
大
規
模
な

ニ
ュ
ー

・
タ
ゥ

ン

造
り
を
進

め
て
い
る
が
、
理
想
と
し
て
は
、
汚
染

地
域

の
住
民

の
こ
の
地
区

へ
の
移
転
、
疎
開
が
望

ま
し
い
が
、
住
民

の
生
活
上
の
問
題
、
経
済
的
な

負
担
力
な
ど
の
あ

い
路
が
山
積

し
て

い
る
。

以
上
、
本
市

の
大
気
汚
染

の
概
況
、
企
業

の
と

り
組
み
、
市

の
公
害
対
策

の
主
な
も

の
に
つ
い
て

ふ
れ
た
が
、
行
政
と
し
て
公
害
対
策
を
す
す
め
る

う
え
に
お
い
て
は
、
公
害
発
生

の
第

一
次
的
責
任

者
と
し
て
の
企
業

に
対
す
る
汚
染
物
質

の
排
出
規

制
、
適
切

な
指
導
な
ど
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き

る

が
、

こ
れ
に

つ
い
て
も
、
企
業

の
採
算
、
あ
る

い

は
国

に
お
け
る
資
金

の
融
資
制
度
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

考
慮

に
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。(室

蘭
市
企
画
部
長
)
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